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A 6 1 7 5 4 3 

B 6 3 2 4 7 5 

C 6 2 4 3 1 7 

D 7 3 1 5 6 2 
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〔Ⅰ〕 (A) : One reason that many of us fail to understand trees is that they (live on a different time scale) 

to us. 

空所 A を含む文は段落の第 1 文であるため，段落のトピックセンテンスである可能性が高

い。「人間が木を理解できない理由の一つは，木が私たちとは～」の空所に入る選択肢を選

ぶ。この段落の内容では「木は人間よりも長い時を過ごしており，遂げる変化のペースが緩

やかである」ということが述べられており，それを表す 6 の “live on a different time scale” 

「生きている時間の規模が異なる」が入る。 

 

 (B) : The answer is that trees need to communicate, and electrical signals are (just one of their many 

means of communication). 

空所 B を含む一文のおよその意味は，「その答えは，木は情報伝達を行う必要があり，電

気信号は～である，ということだ」である。この文は，前段落の最終文 “But why, you might 

ask, do trees pass electrical signals through their tissue at all?” 「しかしそもそも，木はなぜ電

気信号を自らの組織内で伝達しているのだろう，と疑問に思うかもしれない」を受けたもので

あることが，冒頭の “The answer is” の部分から明らかである。続く英文では，「化学物質を

用いた，電気信号以外の伝達手段」について述べられていることから，5 の “just one of 

their many means of communication” 「木が有する多くの伝達手段のうちの単なる一つ」が入

る。 

 

 (C) : As the chemical drifts through the air and reaches other trees, they “smell” it and are (warned 

of the danger). 

空所 C を含む一文のおよその意味は，「化学物質が空中を漂って他の木に届くと，その木

はその物質のにおいを『嗅いで』～」である。空所直前に  be 動詞があることから，9 の 

“warned of the danger” 「危険だと警告され」が入る。木が化学物質を用いて行う伝達の具体

例として，アフリカアカシアの木がキリンに食べられて危機を感じたときにどのようにそれを伝

達するかが述べられている。 

 

 (D) : In response, the tree sends out (a chemical signal that attracts) other animals that feed on that 

particular leaf-eating insect. 

空所 D を含む文は，アフリカアカシアの木が化学物質を用いて行う伝達の別の例につい

てである。空所直前に “the tree sends out” とあることから，その目的語となる語が空所に入

ることが予想できる。1 の “a chemical signal that attracts” 「～をひきつける化学的な信号」

を入れることで，「葉を食べる昆虫の唾液を感知して，化学的な信号を空中に放出すること

で対抗する」という流れが成立する。 

 



 (E) : The trees in a forest care for each other, sometimes even going so far as to (sustain the remains 

of a fallen tree) for centuries after it was cut down by feeding it sugars and other important 

substances, and so keeping it alive. 

空所 E を含む文では，「木の驚くべき社会性」が具体的に述べられている。空所 E を含

む一文のおよその意味は，「森の木々は，互いに支え合っており，切り倒された後も何世紀

にも渡って糖や他の重要な物質を供給することによって～ということさえも行い，その倒れた

木を生き永らえさせる」である。<go so far as to do ~>「～さえする」というフレーズの原形動詞

に該当するものが空所に入ることも踏まえると，7 の “sustain the remains of a fallen tree” 

「倒れた木の残りの部分を支える」を選ぶ。 

 

 (F) : Scientific research aimed at (understanding the astonishing abilities of) this partnership 

between fungi and plants has only just begun. 

空所 F を含む文では，木の社会性の一例である “wood wide web” について述べられて

いる。土中の菌類を通して，木が情報や化学物質を共有していることが述べられている部分

に続いている。空所を含む一文のおよその意味は「この菌類と植物の協力関係～を目指す

科学研究は始まったばかりだ」である。空所には， “aim at” の目的語に相当する名詞要素

が入ると考えられるので，適する形および内容から，8 の “understanding the astonishing 

abilities of” 「～の驚くべき能力の理解」が入る。 

 

 

〔Ⅱ〕 (a) 「希少鉱物鉱床のさらなる発見は幅広い電子機器の改善された製造方法を（   ）」 

  3. “~ *to advance improved production methods ~.” 

   → to advance を選ぶと述語動詞がなくなり，文構造が成立しなくなる。 

 

 (b) 「その著名な科学者は，全ての功績の中で，新しいタイプの薬を（   ）した実験で最もよく

記憶されている」 

  2. “~ for her experiments *development of ~.” 

→ experiments という名詞の後に development という名詞が続いてしまい，文構造が

成立しなくなる。 

 

 (c) 「その芸術家はとても巧みであったために，彼女のギャラリーにある作品を見た者は誰もいか

にして（   ）であるかを理解出来なかった」 

  2. “~ how *it had been created it.” 

   → how 以下に受動態を選ぶと最後の it が不必要になる。 

 



 (d) 「国民健康調査による公式の統計では大多数の国民が十分量の食物繊維を日常の食事の

中で摂取出来ていない傾向を（   ）」 

  1. “Official statistics from a national health survey *have been published a trend ~.” 

   → 受動態を選ぶと a trend という名詞とつながらず，文構造が成立しなくなる。 

 

 (e) 「アジア諸国における買い物客を比較すると，日本人の客がより多くの贅沢品を買う（   ）」 

  4. “~, *greater a preference is for Japanese customers to purchase ~.” 

   → 形容詞 greater の位置が不適切である。 

 

 (f) 「成功の（   ）1つは個人自身の能力に対する自信の欠如である」 

  3. “~ the *restrictions in success ~.” 

→ “the restrictions in success” という表現は「成功した状況での制約」という意味にな

り，補語である “a lack of confidence” と整合性が取れない。 

 

 (g) 「彼女はマネージャーの職に（   ）する前，まだその会社で働き始めて 6 ヶ月しか経ってい

なかった」 

  1. “~ she *received promotion up ~.” 

→ promotion を「具体的な昇進」という意味で用いているこの文脈では，不定冠詞が

必要である。 

 

 (h) 「とても高い山の頂上に到達する時，楽に呼吸をすることは（   ）」 

  1. “~, it *might have trouble to breathe easily.” 

→空所以降は it を仮主語， “to breathe easily” を真主語とする形式主語構文であ

るが，<have trouble> は「人」を主語に取る表現なので，形式主語構文には馴染まな

い。 

 

 

〔Ⅲ〕 (a) exhibition [èksəbíʃən] と同じものは  4. minimum [míniməm] 

  1. except [iksépt] 2. discuss [diskʌ́s] 3. dessert [dizə́ː rt] 
 (b) establish [istǽbliʃ] と同じものは  3. catalog [kǽtəlɔ̀ː g] 

  1. civilization [sìvələzéiʃən] 2. favor [féivər] 4. employment [implɔímənt] 
 (c) elementary [èləméntəri] と同じものは  1. spectacle [spéktəkl] 
  2. speculation [spèkjəléiʃən] 3. natural [nǽtʃərəl] 4. variation [vèəriéiʃən] 

 (d) enable [inéibəl] と同じものは  4. inflation [infléiʃən] 

  1. infect [infékt] 2. influence [ínfluəns] 3. inferior [infíəriər] 



〔Ⅳ〕 A. 6 1 7 5 4 3 

  Given the critical situation they are confronted with, they should act voluntarily. 

  <given A> 「Aを考慮すると」 <be confronted with A> 「Aに直面している」 

given 以下が分詞構文で， “they are confronted with” が “the critical situation” を修飾す

る関係詞節となっている。 

 

 B. 6 3 2 4 7 5 

An effective economic policy depends upon a correct judgement of what businesses are 

assigned to the government and what to private companies. 

<depend upon A> 「Aにかかっている」 <assign A to B> 「Aを Bに割り当てる」 

問題文の「どの事業を政府で行い，どの事業を民間企業に任せるか」を「どの事業が政府に，

どの事業が民間企業に割り当てられるか」と読み換えると “what businesses are assigned” が 

“to the government” の前に置かれ， and 以下の what と “to private companies” の間に 

“business are assigned” が共通表現として省略されていることがわかる。 

 

 C. 6 2 4 3 1 7 

What I considered a last resort a year ago, I now regard as the best decision I could have 

made. 

consider は <consider A (to be) B>， regard は <regard A as B> の形で用いることを念頭

に置きながら解く。前半は「最後の手段だと考えたもの」に対応するように語句を埋めると，

最初の 3つの空所には “What I considered a last resort” が入る。この名詞節は主文の述語

動詞 regard の目的語となっており，他動詞の目的語が文頭に移動した倒置文となってい

ることを見抜けたかどうかがポイントとなる。 

 

 D. 7 3 1 5 6 2 

The wisdom and maturity she had acquired through her life experience gave her work a depth 

far exceeding that of her younger colleagues. 

日本語と英語の構造がかけ離れた無生物主語構文であることを見抜き，「人生経験から得

た知恵と成熟が，彼女の仕事に若い同僚（の仕事）をはるかに凌ぐ深さを与えた」と読み換

える。したがって，前半の 2 つの空所には述語動詞 gave と間接目的語の her work が入

る。後半は，「～より卓越した，～を上回る」の意味で比較のニュアンスを持つ現在分詞 

exceeding が強調の副詞 far を伴って a depth を後置修飾し， exceeding の目的語として 

the work の言い換えとなる代名詞 that ，さらに her younger colleagues をつなぐ of が続

く。 
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